
23

千里南地区センター再整備事業基本計画

（２）公共広場計画

ア. 公共広場のコンセプト

　阪急南千里駅は、乗降客数が１日あたり約24,000人あり、また、ニュータウンの南の玄関口と

も位置づけられていることから、地域核としてのポテンシャルにふさわしいコミュニティの場とし

ての公共広場が求められています。

　南千里駅周辺の地域特性をさらに伸ばし、ゆとりある空間確保とにぎわいのある広場機能の確保

といった観点から、北側に立地する「千里南公園」とは異なる都市型広場として、公共広場のコン

セプトをアメニティプラザの創造とします。

アメニティプラザの創造

公共広場の位置づけとコンセプト

日常的な生活環境を補完しつつ、まちなみ景観、地域文化やコミュニティの創出、周辺との連携を
めざし、“アメニティあふれる”空間形成を行います。

整備テーマ（公共広場整備にあたっての視点）

①：利用者にとって

②：景観から見て

南地区センター利用者の快適な回遊・滞留・界隈空間の確保

周辺の建物のデザイン性、素材などと調和させ、周辺景観に

馴染み溶け込むような景観性に配慮

③：南千里の顔づくり
ニュータウンの発祥の地として、ふさわしいランドマークと

なるよう存在し、南千里の玄関に適した“顔づくり”

④：広場の活用
積極的にイベントや祭りなど行える場を提供し、南地区セン

ター利用者の交流を促進

南地区センターを訪れた人々が快適に移動できる回廊と、とどまる

ことのできるベンチなどを配置し、周辺施設と連携性を持ちながら

相互間の関係を強化することができる機能の確保。

長期的にみて、公共広場から周辺施設に対してデザインや素材、色

彩など波及効果を与えることのできる機能を有し、まちなみに調和

していくことのできる発信拠点。

ニュータウンの歴史性を尊重し、ふさわしい広場装置を備えた都市

広場として整備することで、訪れた人々が語らい交流する場を持つ

ことにより、“南千里の顔”としての空間構成を確保。

これまで歩んできた南千里の地域活動や地域交流行事を通じ、新た

な情報発信や交流拠点として次世代に継承することのできる、地域

活性化を助長する役割。
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■南千里の要素

・南千里駅

・商業施設

・バスのりば

　タクシーのりば

・公共サービス施設

・ホテル、病院

・千里南公園

・デッキ

少子高齢化

周辺の住宅建替えに

よる人口増加

オープンスペースが少ない

（閉塞感がある：駅東）

緑が多くゆとりある空間

（閑静な住宅地）

遊・にぎわい空間

閑静なゆとり空間

（千里南公園の特色）

（公共広場の特色）

多目的広場

【駅前の施設（要素）】 【社会情勢】

【周辺開発動向】

【駅前の特徴】

【周辺の特徴】

自然型公園

都市型公園

DOWN

UP

UP

府道 豊中摂津線

南センタービル 千里市民センター
南千里駅

ガーデンモール南千里

オープンスペースの位置

（つながりと拡がりのある空間づくり）

現況のオープンスペース

現況のオープンスペース

現況のオープンスペース

公共広場としての
オープンスペース

南地区センター
　　　　周辺の航空写真

（平成16年末）
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南千里駅

駅西公共施設

交通広場

南千里ビル

（ホテルマーレ）

市道　南千里駅高野線

大阪府済生会千里病院
大阪府済生会千里病院

立体駐車場

リーザス南千里

ガーデンモール南千里

リザーブゾーン
公共広場

府道　豊中摂津線バスベイ

府
道　

南
千
里
茨
木
停
車
場
線

府
道　

吹
田
箕
面
線

第 13 立体駐車場

千里南公園

イ. 公共広場イメージ
①. 形態

　　敷地の中央を中心に、イベントや盆踊り等が行えるオープン空間を設ける。

②. 景観

　　円形のオープン空間の周囲に植栽や花壇、モニュメント等を配置する。

③. 滞留性

　　ベンチを設ける。


